
令和２年３月３０日  

平成３１年度強い農業づくり交付金の事業評価について 

 強い農業づくり交付金で平成２８年度に実施した整備事業の評価結果について、強

い農業づくり交付金実施要綱（平成１７年４月１日付け１６生産第８２６０号農林水

産事務次官依命通知）第８の規定により公表します。 

問い合わせ先 

 園芸農産課野菜・果樹グループ 

 電話 ０５２－９５４－６４１８ 



別紙様式２号

整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（愛知県　平成２８年度）

メ
ニュー
①

事業実施後の状況①
メ

ニュー
②

事業実施後の状況② 事業内容 事業費

備考

（円）

（工種、
施設区
分、構
造、規
格、能力
等）

交付金
都道
府県
費

市町
村費

その他

振興品
種の栽
培面積
の割合

64.7% 69.1% 68.5% 68.4% 82.0% 21.3%
果樹
（梨）

契約取引の割
合

34.0% 27.9% 34.4% 31.7% 49.1% -15%

梨選果機
（横移送式
２条
内部障害
センサー）

133,920,000 62,000,000 4,030,000 67,890,000 H29.1.31

・契約取引の割合については、異常気象等による収
穫量の減少（落果、小玉、内部障害果の増加）によ
り、共同選果量が減少した中で、販売戦略上、市場
への委託販売量の確保も重要なため、契約取引量を
減らさざるを得ず、目標を達成できなかった。
　今後は、値決め販売による単価向上と直接販売先
を確保するとともに、幸水盆前出荷の重点市場を集
約して、契約取引量の増量を図り、目標達成を目指
す。

・契約取引の割合については、
共同選果量の減少の影響で、
市場への委託販売分を確保した
結果、目標を達成できなかっ
た。
　今後の方策として、農協の取
組を支援して、目標を達成でき
るように引き続き指導していく。

振興品
種面積

43.9 41.0 39.5 37.9 49.2 契約取引数量 209.9 122.7 117.7 94.9 311.0

全作付
面積

67.7 59.3 57.7 55.4 60.0 全出荷数量 617.3 440.1 342.3 299.0 633.0

西尾
市

西三河
農協

土地利
用型作
物（麦)

10a当た
りの労働
時間
0.25時間
（7.7％）
の削減

労働時
間
3.21時
間/10a

労働時
間
2.5時間
/10a

労働時
間
1.58時
間/10a

（51％
の減
少）

労働時
間
2.05時
間/10a

（36％
の減
少）

労働時
間
2.96時
間/10a

（8％の
減少）

464% 労働時間
2.05時間
/10a

計画時か
ら1.16時
間/10a
（36％）の
削減

穀類乾
燥調製
貯蔵施
設等再
編利用

施設の再編利
用による利用
率の向上

①再編後の利
用率
106%
東部CE　100%
南部CE　114%
西部CE　100%
合計　　　106%

②再編後の利
用料金
0.9円/kg（7％）
の減

①利用率
120%

東部CE　107%
南部CE　151%
西部CE　  67%
合計　　　120%

②利用料金
12.8円/kg

①利用
率
118%

②利用
料金
12.1円
/kg

①利用
率
101%
（19％
減少）

②利用
料金
11.9円
/kg
（7％の
減少）

①利用率
91%
（29％減少）
東部CE　91%
南部CE　110%
西部CE　 66%
合計　　　91%

②利用料金
13.0円/kg
（2％の増加）

①利用
率
106%
（14％
減少）

②利用
料金
11.9円
/kg
（7％の
減少）

①利用
率
91%

②利用
料金
-22％

①利用率
91%
（29％減
少）

②利用料
金
13.0円/kg
（2％の増
加）

穀類乾燥
調製貯蔵
施設の増
強

565,920,000 262,000,000 15,720,000 288,200,000 平成
29年3
月30
日

・麦の10a当たりの労働時間削減については、西部ラ
イスセンターを麦集荷可能な施設にしたことにより作
業の効率化が図られ、達成できた。
・穀類乾燥調製施設の再編利用による利用率の向上
の目標のうち、一つめの利用率については、施設の
再編利用により処理能力の適正化が図られ、各施設
間における利用率が平準化されたが、平成30年産で
は、水稲は収穫期の台風、小麦は天候不良による播
種の遅れと５月の降雨が多く赤かび病の発生と湿害
による登熟不足及び収穫期の降雨により、ともに収
穫量は前年産より減少したため、目標とした利用率を
下回る結果となった。
　二つ目の利用料金の低減については、施設が稼働
した平成29年産では目標を達成したが、平成30年産
では、水稲小麦とも収穫期の降雨による平均水分の
上昇により利用料金が増加し、未達成となった。

　事業主体は目標達成に向け
て、前向きに取り組んでおり、労
働時間削減については目標を
達成した。
　利用率の向上については、各
施設の処理能力の適正化に取
り組み、昨年度は目標を達成し
たが、本年度は収穫期の天候
不良により未達成となった。
　利用料金の低減については、
肥料試験などの小麦の数量と品
質の安定生産に取り組み、昨年
度は目標を達成したが、本年度
は収穫期の天候不良により未達
成となった。
　今後も安定生産の取り組みを
引き続き支援していく。

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目
標の具
体的な
内容①

成果目標
の具体的
な実績①

成果目標の具
体的な内容②

成果目標
の具体的
な実績②

負担区分（円）

完了
年月
日

事業実施主体の評価 都道府県の評価

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
26年）

１年後
（平成
28年）

２年後
（平成
29年）

３年後
（平成
30年）

目標値
（平成
30年）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時（平成
26年）

１年後
（平成
28年）

２年後
（平成
29年）

３年後（平成
30年）

目標値
（平成
30年）

達成率

・振興品種の割合については、
目標は達成できなかったが、改
植・高接ぎを推進した結果、甘
ひびきやあきづきなど栽培面積
が増加している振興品種もあ
る。
　今後の方策として、農協の取
組を支援して、目標を達成でき
るように引き続き指導していく。

安城
市・刈
谷市・
知立
市・西
尾市

あいち
中央農
業協同
組合

果樹
（梨）

・振興品
種への改
植が進ま
ず、目標
値82.0％
に対し、
実績は
68.4％に
留まっ
た。

・H30は台
風と高
温・少雨
により、共
同選果量
が大きく
減少した
結果、契
約取引量
を減らさ
ざるを得
えなかっ
たため。
目標値
49.1％に
対し、実
績は
31.7％に
留まっ
た。

・振興品種の栽培面積の割合については、近年の異
常気象の影響に加えて、新しい品種は栽培に慣れて
いないため収穫タイミングが難しく、品質が安定しな
い状況が続いたため、品種移行が進まず目標を達成
できなかった。
　今後は、振興品種の栽培研修会を開催して、農家
の技術習得を図るとともに、振興品種以外への改植
を抑制して、市場・消費者の評価が良い甘ひびき、あ
きづきへの改植・高接ぎを推進して、目標達成を目指
す。



品質分析によ
るタンパク質の
低下

7.8% 8.2% 7.5% 8.2% 7.4% -100%
タンパク
質が8.2%
だった。

食味値の改善 73.3 66.3 74.6 71.5 74.0 -257%

計画時よ
りも1.8
ポイント
低下し
た。

67%
総合
所見

 （注）１　別紙様式１号の２のⅠに準じて作成すること。

　 　　２　要綱第３の４の（２）のアのただし書きの場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

新城
市

愛知東
農業協
同組合

土地利
用型作
物（水
稲）

一等米
比率の
向上

80.0% 84.5% 99.3% 86.6%

一等米比率及びタンパク値、食
味値はすべて目標を下回った。
　原因として、夏期の高温、９月
長雨による、米の品質低下があ
げられており、今後目標を達成
するために高温対策、収穫時期
の適正化、施肥管理等の取組を
実施してほしい。
　また、担い手に対しての大口
割引が実施できていなかった
が、令和元年度からは予定どお
り実施してほしい。

都道府県平均
達成率

都道府県平均達成率は67％で目標を下回った。３事業実施主体の成果目標のうち１成果目標は目標達成したが、７成果目標は目標を下回った。目標未達の原因としては、天候不順による品質低下及びそれに伴
う品種転換の遅れなどが挙げられる。今後、県を始めとしする関係機関による支援・指導を行っていく。

26,648,000 31,996,000

平成
29年3
月7日

○一等米比率の向上
　平成30年度実績で一等米比率が86.6％となった。
目標は89%であったが、早生品種で出穂後に高温が
続き乳白米が増え、9月からの長雨で刈遅れたことで
下位等級が増えた。色彩選別機を導入したことでカメ
ムシによる着色粒はなくなったが、乳白粒や充実度
の低下が原因となった。
　今後は高温時の管理方法の指導や刈取り時期の
適正指導を行う。
○品質分析によるタンパク質の低下
　平成30年度実績でタンパク質が8.2％となった。目
標は7.4%であったが、8月までの高温で生育が進んだ
が9月以降の長雨により刈取りが遅れ品質も悪くタン
パク質も高くなった。
○食味値の改善
タンパク質と同様に8月までの高温で生育が進んだ
が9月以降の長雨により刈取りが遅れ、品質悪化の
ため食味値が低く、71.5と計画時よりも1.8ポイント低
下した。
○分析結果の施肥等への反映
　これまでは、食味検査を実施した生産者に対して個
別で指導していたが、今後はこれまでの結果を踏ま
えて、栽培暦での肥料散布量に反映できるよう検討
する。
○担い手への大口割引の実施
　平成29年に検討を行い、30年に実施予定であっ
た。しかし、8月までの高温等で生育が悪く、持ち込ま
れる籾が少ないことによりライスセンターの経営収支
が悪く、やむなく実施を延期した。令和元年産から
は、10t以上利用する担い手に対して2円/㎏の割引
を実施する予定である。

89.0% 73%

1等米比
率が86.6%
になっ
た。

土地利
用型作
物（水
稲）

籾摺装置
（石抜き装
置付き）
４．５ｔ×２
基

色彩選別
機

７．２ｔ×１
基

（タンク含
む）

58,644,000


